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全国ミズベリング会議アンケート調査結果から見えること

N=23

1.ビジョンの共有と計画化

• 半数の地域でビジョンを共有し、３割で共有できるよう調整
中。

• ビジョンに基づいた計画・政策を半数が策定済、策定中。さら
に２割は策定予定。

• 計画は、半数が法定計画に反映か、反映予定。
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a.はい
24%

b.いいえ（今
後反映され

る予定）
28%

c.いいえ（反
映される見

通しが立っ

ていない）
48%

Q6.（ウ）上記（ア）の計画や政策には、河
川管理者・自治体等、行政が策定する法

定計画にも反映されていますか？

a.策定済
31%

b.策定中・
調整中

17%

c.未策定
（予定有）

17%

d.未策定
（予定無）

35%

Q6.(ア)「ミズベリング〇〇会議」等にお
いて、Ｑ５の「望ましい未来の姿」を目

指し（「望ましい未来の姿」を共有され

ていない場合も含む。）、何が必要かを

話し合い、実現に向け、具体的な｢計

画｣や構成員や参加者それぞれが何を

行っていくのかといった「政策」を策定

することが出来ましたか？

a.共有してい
る

52%
b.共有できる
よう調整中

35%

c.共有してい
ない。（バック

キャスティング

による共有の

方法が分から

ない）
13%

d.共有はして
いない。（「望

ましい未来の

姿」を共有す

る必要性を感

じなかった。）
0%

Q5.「ミズベリング〇〇会議」では、まず、構成員
や参加者で地域の水辺の利活用について将来

像や夢といった漠然とした「望ましい未来の姿」

を共有し、「望ましい未来の姿」を実現させるた

めに、今、何が必要かを話し合う“バックキャス

ティング”形式での計画立案が望ましいと考え

ています。「ミズベリング○○会議」等によって

「望ましい未来の姿」を構成員や参加者で共有

することはできましたか？

→多くの地域でビジョンが共有され、半数以上でビジョンに基づい
た計画、政策化が行われていた。
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２.社会実験

• 社会実験を行う地域は2016年の40%から、2019年に60％まで増加。
• 社会実験の年間頻度は１回が多いが、2017年以降は２回から５回が
３割から４割程度に増加。
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実施した 実施していない
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78%

２回
11%

30回程度
11%

Q8.(ア)2016年（実施頻度）

１回
67%

２回
17%

5回
8%

40回
程度
8%

Q8.(イ)2017年（実施頻度）

1回
61%

2回
15%

6回
8%

10回
8%

50回
程度
8%

Q8.(ウ)2018年（実施頻度）

1回
53%2回

20%

3回
6%

4回
7%

5回
7%

60回
程度
7%

Q8.(エ)2019年（実施頻度）



a.整備済
17%

b.整備中
9%

c.整備予定
9%

d.予定無
65%

Q9.試験的に河川の利活用を行う社会実験等を
基に、今後、ハード整備を実施する予定はありま

すか？

(ア)ハード整備の状況：
a.整備済

4%

b.整備中
23%

c.予定あり
5%

d.予定なし
68%

Q11.かわまちづくり支援制度の活用したハード
整備について教えてください
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３.ハード整備

• 整備済、整備中が1/4、整備予定は9%。予定なしが65%。
• かわまちづり活用のハード整備は、整備済、整備中が1/4、7割で予定なし。

→ミズベリングは必ずしもハード整備を目的とするものではないが、1/4で整備が行われている。



全国ミズベリング会議アンケート調査結果から見えること

4.都市・地域再生等利用区域の指定

• 区域指定を1/3で指定済み、1/3で予定あり。
• 区域指定済み地域では、民間事業者がほぼ営利活動を行っている。

→全国の河川で、積極的に区域指定が行われ、実施意向も高い。

a.指定済（民間業
者による営利活

動を実施中）
31%

b.指定済（民間
業者による営利

活動は未実施）
4%c.予定あり

26%

d.予定なし
39%

Q10.河川敷地占用許可準則における「都市・地
域再生等利用区域の指定」の活用状況を教え

てください
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5.民間事業者の参入

• 6割近くで民間事業者による利活用が行われている。
• 民間事業者の公募は4割で実施済、予定。
• 営業活動のためのルール制定は4割で実施済、予定。
• 維持管理運営の民間への委託は1/4で実施済、予定。

→全国の河川で民間事業者の参入が進み、公募やルール制定も行われている。
民間への維持管理委託も見られる。

a.実施中
57%

b.実施予定
（実施予定

者有）
0%

c.実施予定
（実施予定

者未定）
4%

d.未実施
39%

Q12.(イ)民間事業者による利活用及び
営利活動の状況:

a.実施済
23%

b.実施予
定

18%

c.実施未定
59%

Q12.(オ)民間事業者の公募
a.実施済

9%

b.実施予定
29%c.未整備

62%

Q12.(カ)貴団体における民間事業者による営
利活動のためのルールの制定:

a.実施済
14%

b.実施予定
9%

c.実施未定
77%

Q12.(キ)民間事業者の維持管理運営の
委託




